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第２四半期連結累計期間の業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

 

当社は2018年４月26日に公表いたしました2019年３月期第２四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018

年９月 30 日まで）の業績予想値と本日公表いたしました実績値について、下記のとおり差異が生じましたので

お知らせいたします。 

記 

１． 2019 年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想値と実績値との差異 

（2018 年４月１日～2018 年９月 30 日） 

 売上収益 営業利益 税引前利益 四半期利益 

親会社の所有 

者に帰属する 

四半期利益 

基本的１株当た

り四半期利益 

前 回 発 表 予 想  （Ａ） 
百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

91,000 5,500 5,600 3,500 2,600 175.46 

実 績 値       （Ｂ） 90,430 4,549 5,162 2,454 1,737 117.20 

増 減 額     （Ｂ－Ａ） △570 △951 △438 △1,046 △863  

増 減 率       （％） △0.6 △17.3 △7.8 △29.9 △33.2  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2018 年３月期第２四半期） 
84,448 4,291 4,695 3,441 2,522 170.16 

 

２．差異の理由 

2019 年３月期第２四半期連結累計期間の営業利益につきましては、米国・メキシコにおいて円安効果は

あったものの、顧客からの受注減影響及び経費増、インドネシアにおいて新機種費用の増加や原材料の価

格変動等があり、前回予想を下回る結果となりました。四半期利益以降につきましては、在外子会社との

国外関連取引に係る移転価格について不確実な税務ポジションに係る負債を追加認識しており、前回予想

を下回る結果となりました。 

 

以 上 


